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盛大に開催されました
第8回ふるさとふれあい祭り



ス
第
8
回

ふ
る
さ
と
ふ
い
漏
り

本
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
。
第
8
回
目
を
迎

え
た
こ
の
お
祭
り
。

約
1
万
人
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
、

秋
の
一
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

会
場
を
訪
れ
た
方
々
は
思
い
思
い
に

品

川 企町民総参加のふれあい昭和踊り

hv
式
典
で
あ
い
さ
っ
す
る
泉
町
長

広報 しようわ 平成8.12.1 ②

企子どもたちのほたる太鼓。



大月みやこ・堀内美和・原田ヒロシの

歌謡ショーは、盛大でした。

&本町出身の田中よしひこの

ミニ歌謡ショー。

盤整謹;)白鶴i先生lItlJ略日部謹r事交際議醸

ふ視あい歌話ショーin昭初eJ@oetj
二一- f f年一一~ ¥慣盟理型閉鎖謡選

企夜空をいろどったふるさと花火。

③広報 しようわ 平成8.12.1
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l教育委員会委員に山本仁氏が4
再任されました 可善意ありがとうございまじ疋

昭和町商工会ゴルフ大会から
10月3日の商工会主催による第7回昭和町商工会地区別対抗

ゴルフ大会でのチャリティー募金を町社会福祉協議会へ寄付い

ただいたものです。ショ ートホールにおいてワンオンしなかっ

た人から500円以上の募金をいただくというものでしたが、最

終的に全員が募金をし、 53，070円が集まりました。

現
教
育
委
員
会
委
員

の
山
本
仁
氏
の
任
期
が
、

9
月
初
日
を
も
っ
て
満

了
と
な
り
ま
し
た
が
、

山
本
仁
氏
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。

l人権擁護委員に野呂瀬正彦氏
が再任されました

現
人
権
擁
護
委
員
の

野
呂
瀬
正
彦
氏
の
任
期

が
、
日
月
況
日
で
満
了

と
な
り
ま
し
た
が
、
野

呂
瀬
正
彦
氏
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。

秋季町民ゴルフ大会から
10月17日に実施された第30回秋季町民ゴルフ大会のチャリテ

ィー募金を町社会福祉協議会へ寄付いただいたものです。ショ

ートホールにおいてワンオンしなかった人から500円以上の募

金をいただくというものでしたが、最終的に全員が募金をし

52，500円集まりました。

浩一草月Aa--費
。
消
す
等
ま
油
れ
石
さ
.
施
査
実

割
問
回
目
、
、
P
'

度

官

酌

工
業
統
計
調
査
の

=
-
--=ロ噌恒占

-F
耳

志
川
国
間
町

目
的
は
、
圏
内
の
製

河

飴

官

造
業
の
実
態
を
明
ら

戚

湯

詰

か
に
す
る
こ
と
で
す
。

司

「
」
組
W

調
査
結
果
は
、
国
民

所
得
の
推
計
、
産
業
連
関
表
の
作
成
な

ど
、
各
種
の
行
政
施
策
の
立
案
・

実
施、

経
済
分
析
な
ど
の
基
礎
資
料
と
し
て
幅

広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
石
油
等
消

費
構
造
統
計
調
査
は
、
国
内
産
業
の

エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
の
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

関
わ
る
施
策
立
案
の
重
要
な
基
礎
資
料

と
な
っ
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
国
の
重
要
な
統
計
調
査
で
、

平
成

8
年
の
製
造
業
の
実
態
と
石
油
な

ど
の
消
費
の
実
態
を
、
ロ
月
孔
日
現
在

で
調
査
す
る
も
の
で
す
。
対
象
と
な
る

事
業
所
に
は
、
都
道
府
県
か
ら
任
命
を

受
け
た
調
査
員
が
、
本
年
末
か
ら
来
年

1
月
に
か
け
て
調
査
票
を
持
っ
て
う
か

が
い
ま
す
。
調
査
の
内
容
は
、
統
計
以

外
の
目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

安
心
し
て
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

広報 ④ 平成8.12.1しょうわ



来
年

1
月
か
ら
現
在
お
持
ち
の
年
金
手
帳
の

番
号
、
か
「
基
礎
年
金
番
号
」
に
な
り
ま
す

一
一
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」

一一が
送
付
さ
れ
ま
す

一
基
礎
年
金
番
号
と
は
?

公
的
年
金
制
度
で
は
こ
れ
ま
で
、
加

入
す
る
制
度
ご
と
に
年
金
番
号
が
付
さ

れ
、
記
録
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
し
た

が
、
来
年

1
月
か
ら
こ
の
番
号
が
共
通

化
(
一
人

一
番
号
)
さ
れ
、
制
度
を
移

っ
た
場
合
で
も
、
番
号
の
変
更
を
し
な

く
て
済
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
の
共

通
化
さ
れ
た
番
号
が
「基
礎
年
金
番
号
」

で
す
。

「基
礎
年
金
番
号
」
の
導
入
に
つ

い
て
特
別
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん。

基
礎
年
金
番
号
通
知
書
は
、
現
在
国

民
年
金
の
第

1
号・

3
号
被
保
険
者
に

は
直
接
ご
本
人
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
第

2
号
被
保
険
者
に
は
事
業
主
等
を
経
由

し
て
送
付
さ
れ
ま
す
。
(
ロ
月
か
ら
)

一
い
ま
ま
で
の
年
金
手
帳
は
?

送
付
さ
れ
た
基
礎
年
金
番
号
通
知
書

を
添
え
て
大
切
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

来
年
4
1
月
の
「
基
礎
年
金
番
号
」
制
度
導
入
に
伴
い
、

新
し
い
年
金
証
書
、
か
旬
月
に
送
付
さ
れ
ま
す

手

.t，:i:' 

耶冗

き

は
? 

一
年
金
の
支
払
額
や
支
払
方
法
は
?

年
金
の
支
払
額
や
支
払
方
法
は
い
ま

ま
で
ど
お
り
で
す
。

い
ま
ま
で
の
年
金
証
書
に
は
、
年
金

を
決
定
し
た
時
点
の
記
録
や
年
金
額
が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
新
し
い
年

金
証
書
と
一
緒
に
保
管
し
て
お
い
て
く

だ
さ
い
。

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
基
礎
年
金
番
号

臨
時
相
談
電
話

(
0
1
2
0
3
6
6

1
2
8
8
)
ま
た
は
、
甲
府
社
会
保
険

事
務
所

(臼

|
1
4
3
1
)
ま
で
。

シ
リ
ー
ズ
環
境
⑪
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

発
泡
ト
レ
イ
の
回
収
に
つ
い
て

缶
、
ビ
ン
と
並
ん
で
飲
料
品
の

容
器
と
し
て
普
及
し
て
い
る
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
は
、
昭
和
町
年
に
飲
料

容
器
と
し
て
使
用
が
認
め
ら
れ
て

以
来
、
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
リ
サ
イ
ク
ル
比

率
は
缶
や
ビ
ン
に
比
べ
、
非
常
に

低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
中
で
は
比
較
的
に
分
別
が

し
や
す
い
た
め
、
町
で
は
平
成

7

年

9
月
か
ら
、
毎
月
第
三
水
曜
日

を
回
収
日
に
指
定
し
て
回
収
を
は

じ
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

3
月

ま
で
の

7
ヶ
月
間
で
、

2
6
6
比

を
回
収
し
、
今
年
度
も
昨
年
以
上

に
回
収
実
績
は
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

回
収
さ
れ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、

再
生
工
場
へ
運
ば
れ

「
P
E
T
樹

脂
」
に
再
生
さ
れ
、
衣
料
品
や
カ

ー
ペ
ッ
ト
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
発
泡
ト
レ
イ
は
、
町
で

は
平
成

5
年
ロ
月
か
ら
町
婦
人
団

体
の
ご
協
力
に
よ
り
回
収
を
は
じ

め
、
昨
年
度
は

3
0
1
見
を
回
収

い
た
し
ま
し
た
。
回
収
さ
れ
た
も

の
は
再
生
業
者
に
よ
り
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
原
料
化
さ
れ
、
雑
貨
や
玩
具
、

土
木
用
材
な
ど
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
で
は
、
ま
も
な
く
各
地
区
に
、

μ

時
間
い
つ
で
も
ご
利
用
で
き
る
回
収
ボ

ッ
ク
ス
(
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
・
発
泡
ト
レ

イ
併
用
)
及
ぴ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
滅
容
機

の
設
置
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
大
切
な
資
源
を
活
か

す
た
め
に
、

一
人
ひ
と
り
が
リ
サ
イ
ク

ル
に
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を

出
す
と
き
の九
迂
音
ω
占山

1 

キ

ャ
ッ
プ
を
は
ず
す
。

中
を
水
洗
い
す
る
。

ボ
ト
ル
は
つ
ぶ
し
て
小
さ
く
す
る
。

2 3 ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
は
、

こ
の
マ

l
ク
の
つ
い
た
も
の

に
限
り
ま
す
。

PET 

塩ビボトルベットボトル

発
泡
ト
レ
イ
を

出
す
と
き
のい迂

血
目

ω
占…

色 ・柄物は出さない。
プラスチック製の物は出さない。
セロテープやラップははがす。
活れを落とし、乾かしてから出す。

A
l
'
内
/
』
内
ペ
U
4
n『

⑤ 広報

れはと年た
ば、き金だ特
な氏や証し別
り名 、書 」な
ま等氏が 基子
せの名二礎続
ん変等通年き
。更に以金は
子誤上番必
続り送号要
きがら 」 あ
をあれのり
しるて異ま
なときなせ
けきたるん

どい
うま
すま
れで
ばの
?年
金
証
霊童
Eヨ

は
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住
民

及
び
印
鑑
証
明
白
ご動
利交
用付
に機
つの

て

町
民
力

l
ド
へ
の
受
換
は
、

来
年

3
月
末
ま
で
に

住
民
票
及
び
印
鑑
証
明
自
動
交
付
機

は
、
平
成

7
年

4
月

3
日
か
ら
運
用
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
人
に
ご
利

用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ご
利
用
の
際

は
暗
証
番
号
を
記
憶
さ
せ
た

「
町
民
カ

ー
ド
」
が
必
要
で
す
。
現
在
、
従
来
の

印
鑑
登
録
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
来
年

3
月
末
ま
で
に
「
町
民
カ

i
ド
」
と
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
利
用
に
つ
き
ま
し

て
は
、
左
の
と
お
り

で
す
。

平

日

午

前

9
時
j
午
後
7
時
ま
で

土
・
日
・
祝
・
祭
日

午
前
9
時

1
午
後

5
時
ま
で

場
所
役
場
正
面
玄
関
出
入
り
口

※
お
問
い
合
わ
せ
は
、
町
民
窓
口
課
戸

籍
係
(
万
1
2
1
1
1
)
ま
で
。
ま
た

は
、
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
サ
ー
ビ
ス
番
号

(万
1
1
1
1
1
)
3
1
0
番
ま
で
。

「印鑑登録証」から

「町民カード」へ交換

衆議院(小選挙区・比例代表選出)

議員選挙

最高裁判所裁判官国民審査

衆議院(小選挙区・比例代表選出)

議員選挙

低ヂグで子/続き筋今霊安

Eの1/X1:デローンをこすグノ万化、ざい。

学生・生徒お一人につき150万円以内

5，179人計 10，575人

2，801人計 5，511人

54.08%全体 52.11% 

女

女

5，396人

2，710人

50.22% 

男

男

男

有権者数

投票者数

投票率 女

入学時(入学金、アパー トの敷金・家賃等)
または在学中に必要な経費

-融資額

-使いみち

最高裁判所裁判官国民審査

10，575人

5，301人

50.13% 

5，179)¥ 

2，679人計

51. 73%全体

女5，396人

2.622人

48.59% 

男有権者数

投票者数

投票率

年3.4%(固定金利)平成 8年 9月25日現在率-利女

女

男

男 8年以内(在学期間以内で元金の据置がで
きます。ただし、最長4年)

教育資金融資保証基金または保証人(1人以
上)

-返済期間

証-保

毎月元利均等返済、ボーナス月増額返済(融
資額の 2分の l以内)。ステップ返済もでき
ます。

.返済方法

。詳しくは、国民金融公庫甲府支庖(干400甲府市丸の内
2 -26-2 TEL 24-5361)まで。

なお、山梨県全体の投票率は衆議院小選挙区が

男 61. 59% 女 62.94% 全体 62.28% 

衆議院比例代表が

61. 58% 女 62.92% 全体

最高裁判所国民審査が

60.27% 女 61.83% 

62.27% 男

⑥ 平成8.12.1しょうわ広報

61. 07% 

でした。

全体男



見やすいところに賠るなどしてご利用ください
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歳末助け合い運動(-31日)I国際障害者デー

総合会館温泉定 !図書館・温水ブ

休日 |ール休館日

学オ交カウンセラ

ー相談日(中央

公民館午前 9時

人権週間

心、治己ごとオ;目言炎

(総合会館午後

1 n寺一)
リハビ リ教室

(総合会館)

及

談

た

付

相

つ

日

交

康

酌

な

集

帳
健
同
一
く
収

子

般

口

な

描

子
一

M
え
・

母
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仰

飼
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ラ
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時
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セ

中
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検

ン

(

前

科

的

ウ

日

午

歯

対

カ

談

館

児

M

校
相
民
)
歳
、
ひ

学
一
公
一

2
附

8露 10 ~ 11委 12百 13露
障害者の日 l世界人権デー

図書館・温水プ |ijレ休館目I 交カウンセラ.官>-"
|ー相談日(中央~ >-'.~'"丞

心、酉己ご、とキ目言炎

(総合会館午後

1 IJ寺一)

交通事故出張相

談(中央公民館

今二市no日寺一)
乳児健診(総合

会館)

ラ

央

時

セ

中

9

ン

(

前

前

ウ

日

午

診

浦

力
談
館
健
一
一
日

校

相

民

)

児

、
υ

学

一

公

一

乳

陥

16強 18百 19露15 ~ 17室
年賀郵便特別扱い開始 国連加盟の日

総合会館温泉定

休日

図書館・温水ブーJレ
休館日
学十交カウンセラー相

談，1 (rr央 公民館午

前 9時一)
母子手iJ!長交付及び一
般健康相談(総合会

章常)

く

た
つ

日

つ

日

シ

収

な

集

カ

回

く

収

ボ

缶

な

猫

例
会
き
、
ぇ
・

走

り

空

飼

犬

相

午

診

の

時

一

館

建

話

口

ラ

民

引

お

前

セ
公

H
ノ

と

午

ン
山
火
)
月
的
せ
館

一一一仲ト九二一抱一

P

R
P
{

、T
ロp
h
uμ

校

日

9
歳

肘

み

(

)

学
談
前
I

H
W
読

会

~

A
口

民

合

円

総

)

公

総

収

(

一

央

)

(

回

談
時
中
一

室

ル

苛

1

(
寺
攻

ト

1

1
i
 

と
後
談

1
リ

ボ

ご

午

相

後

ビ

)

ト

配

館

政

午

ハ

館

ツ

心
会
行
館
リ
会
べ

24百 25露 26奇 27 ~ 
ク リスマス ・イ ブ クリスマス 官庁仕事納め
ーーーーーーーー一ーー一一ーーーーーーー一ーー ー一ーーーー一一一一一一一一一一一一一一一一一

乳 児整形外科検 心、国己ご「とキ目言炎 学校カウンセラ 温水ブ-)M木館
診(総合会館) (総合会館午後 一相談日(中央 (~1 /6まで〉

1 U寺一) 公民館午前 9時 図書館休館

信静
リノ、ビリ教室 (~1 /7まで〉
(総合会館) 母子手帳交付及

粗大ゴミ収集日 ぴ一般健康相談

(総合会館)

31語

23室22銭
ー天皇誕生日

図書館・温水ブ

ール休館日

30百29室
平成 8年度

年末年始の交通事故防止県民運動

12月 10 日(火)~ 1月10日(金)
一ゆとりとマナー今日もさわやか甲斐の路一

西 清 西 西 14二上河飯築紙河押
条水条条 |河 地漉東

|東河
新新二一 |一 新阿中
田居区 区 I ~ 東西喰居原島越
毎週火・金曜日 | 毎週月・木曜日

3日.6日・10日・13日 I 2日.5日・9日・↑2日・↑68
77日.20日・24日・27日 I 19日 .26日
第 2水曜日・第4水曜日 |第?水曜日・第3水曜日
?但・25日 4日・18日

25日(第4水曜日)
18日(水) 空き缶回収白 20日(金)

不燃物の特別収集
IIITでは次のとおり不燃物の特別収集を行います。詳しい内容につきましては、

íJ lJi主配付される匝I~を ご覧く だ さい。

砂全地区……12月25日(水)午前6時~午前8時
※通常、..f;燃物・ 組大コ'ミの収集l時 に 11'，せない秒~ (ガスボンベ ・タイヤ .FJ(など)

※お山

※収集日が祝日の場令は収集業務l心、たしませんので次l!llの収集口をご手'mlください。

諜必ずPIT指定の収集袋を使刑してください。黒!いビニール袋などでは出さないでください。

諜収集{弘 前札に1;1，必ず氏名、電話番号を記入して〈ださい。荷札は割!大ゴミに使111してくだきい。

F買収集日の当日午前 81時30分までに出してください。

※燃え る物、燃えない物の分別はしっかりおこなってください。

*:I1i大ゴミ を学〈処理したい方は、役場環境衛生問、へこ'相談〈だきい。 合75-2111(内線22め

⑦広報しようわ平成8.12.1
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吾合
ロジ 査 因子手帳受イ寸及び一般健康相談康健手し 児

実施日 n主d17t 、ゴレ ノl日し 受付時間

平成7年刊月生まれ 午後f時--1時15分

12月竹日
(水)

平成8年2月生まれ 午後?時30分--2時

実施日 弓両久チァ 当 v 日し 受付時間

平成8年8月生まれ 午後1時--1時15分

12月12日
(木)

平成8年5月生まれ 午後1時30分--2時

場所総合会館

持ち物 母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具・パスタオル

乳児整形外科横診

日時 12月6日(金)・16日(月)・26日(木)

午前9時~竹時30分

場 所総合会館

※総合健診の結果報告会においでになれなかっ定方には、結

果表をお渡ししています。

※母子手帳の交付を希望される方は、印鑑をお持ち下さい。

※予防接種!こついてのこ相談も受け位けています。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、

栄養指導などを行います。

予防接種の接種間隔

前に受けた予防接種

BCG はしか風しんポリオ

~三ガ 日目 1竺ガ
実施日 12月24日(火)
受信時間午後f時--1時15分
場 所総合会館

該当児 平成 8年8月~平成 8年9月生まれのお子さん

持ち物母子手帳・筆記用具

*神経芽細胞腫検査の説明と検査セットの配布...8月生まれ

*予防接種の説明と予診票 ・パンフレット等の配布・・・9月生まれ

4歳 6か月児健康診査
実施日 12月19日(木)

受付時間午後1時--1時30分

場 所総合会館

該当児 平成7年4月~平成7年5月生まれのお子さん及

ぴ前回未受診のお子さん

持ち物 母子手帳・1歳6か月児健康質問票

歯歳児 科模 圭合
ロジ2 

実施日 12月5白(木)
受付時間午後?時--1時30分

場 所総合会館

該当児平成6年8月~平成6年10月生まれのお子さん

持ち物母子手帳 ・質問票・歯ブラシとコ ップ

ビ 1) 教/¥ 1) 

対象者町内に住む身体に障害をお持ちの方

(脳血管疾患後遺症 ・整形外科疾患など)

訓練会場 総合会館機能訓練室

(会場まで車の送迎をいたします)

訓練日程 12月4日(水)・18日(水).25日(水)

今回受けるすべての予防接種

ーレさだく
に
f

力
皿
協
献
ご
年末年始は、 血液が不足することが予想されま

す。みなさまのご協力をお願いします。

日時 12月26日(木)

午前9時30分--12時

午後T時~午後3時30分まで

場所昭和町役場前

献血の種類成分献血

全血献血 C200me.400me) 

あ
な
た
の
真
仙
を

待
っ
て
い
る
人
、
が
い
ま
す

-保健・健康に関するお問合せは
役場健康福祉課保健指導係

fi75-2111 内線252・253までどうぞ

広報 しようわ 平成8.12.1@ 



医首長lメlモl
*病院から患者さんへのお願い

山梨医科大学業務部

医事課小林良英

を
大
切
に
な
さ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

患
者
さ
ん
の
安
静
の
上
か
ら
も
ご
留
意
い

た
だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

二
つ
め
は
、
駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
が
外
来
の
玄
関
西
側
と
患
者

駐
車
場
の
一
角
に
身
体
障
害
者
用
の
駐
車

場
を
設
け
て
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
部
分
に

健
常
者
が
駐
車
し
て
し
ま
い
、
車
イ
ス
の

利
用
者
が
使
え
な
い
と
い

っ
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

三
つ
め
は
、
駐
車
場
、
植
え
込
み
、
電

話
ボ

ッ
ク
ス
等
の
ゴ
ミ
に
つ
い
て
で
す
が
、

ジ
ュ

ー
ス
等
の
空
き
缶
や
パ

ッ
ク
な
ど
の

ゴ
ミ
が
捨
て
ら
れ
て
困

っ
て
お
り
ま
す
。

時
に
は
事
務
局
の
職
員
な
ど
が
、
ゴ
ミ
拾

い
を
し
た
り
、
業
務
委
託
し
て
清
掃
に
努

め
て
お
り
ま
す
が
、
す
ぐ
に
汚
く
な
っ
て

し
ま
い
心
あ
る
方
々
か
ら
お
し
か
り
を
受

け
て
お
り
ま
す
。
人
子
に
限
り
も
あ
り
ま

す
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、
是
非
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す。一 般病棟

精神病棟

月・火・水・金・土・日 I 15:00-19:00 
幼児・ 学童f---------------------------t

小児科病棟木 I 15:30-19:00 

15:00-16:00 

17:00-19:00 

月~金 I15:00-19:00 
婦 |一一 -f 
土・日・祝・休 I 13:00-19:00 

15:00-19:00 月・水・金・日

月~日

新生児・乳児

!日
jし生

産

新

妊

産科病棟

ノ¥
iι 

画

財
団
法
人

里
仁
会

特
設
人
権
相
談
所
・

子
ど
も
の
人
権
相
談
所
を
開
設

甲
府
地
方
法
務
局
及
び
人
権
擁
護
委

員
に
よ
る
無
料
人
権
相
談
所
及
び
子
ど

も
の
人
権
相
談
所
が
三
町
合
同
(
昭
和

・
田
富
・
玉
穂
)
で
開
設
さ
れ
ま
す
。

時
ロ
月
刊
日
(
火
)

午
前
日
時
l
午
後

3
時

玉
穂
町
総
合
会
館

玉
穂
町
下
河
東
6
2
0

T
E
L
九

1
1
1
6

日場

所

内

容
無
料
人
権
相
談

戸
籍
・
差
別
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

人
権
問
題
で
困
っ
て
い
る
こ
と
。

子
ど
も
の
人
権
相
談

い
じ
め
に
関
す
る
こ
と
や
、
子
ど
も

に
関
す
る
悩
み
事
で
困
っ
て
い
る
こ

〉
」
。

※
秘
密
は
か
た
く
守
ら
れ
ま
す
。

軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

お
気

ご
存
じ
で
す
か

無
料
突
通
事
故
相
談

社
団
法
人
日
本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

交
通
事
故
に
関
す
る
ご
相
談
を
無
料
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

相

談

日

月

曜

日

j
金
曜
日
午
前
9
時

初
分
j
正
午
、
午
後

l
時

1

4
時
刊
分
(
祝
祭
日
を
の
ぞ
く
)

弁
護
士
相
談
日
毎
月
第

3
木
曜
日
午
後

1
時

1
4
時

※
詳
し
く
は
、
甲
府
自
動
車
保
険
請
求

相
談
セ
ン
タ
ー
(
お

8
8
1
0
)
ま
で
。

ゐ
フ
月
の

お

す

す

め

つ
J

図
書

/
ソ
バ

川

一
【
一
般
図
書
】

ふ
東
京
シ
ッ
ク
・
ブ
ル
ー
ス

一

芦

原

す

な

お

集

英

社

恥
失
速
す
る
よ
い
子
だ
ち

一

三

好

邦

雄

主

婦

の

友

社

ゆ
お
さ
か
な
話

一

内

田

春

菊

ぶ

ん

か

社

や
わ
た
し
の
タ
イ
・
タ
イ
料
理

…
立
原
え
り
か
フ
レ
ー
ベ
ル
館

叩
こ
の
人
生
巳
乾
杯
!

一

山

口

躍

と

三

十

人

精

興

社

一
【
児
童
図
書
】

叫
風
の
誘
い

↑

茂

市

久

美

子

講

談

社

一
パ
パ
の
は
ら
っ
ぱ
マ
マ
の
し
ま

恥
落
合
恵
子
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

一
ど
こ
で
お
ひ
る
ね
し
よ
う
か
な

や

岸

田

診

子

福

音

館

書
庖

…
世
界
一
お
じ
よ
l
ひ
ん
な
チ
リ
チ
リ
姫

ゆ

末

吉

暁

子

ポ

プ

ラ

社

…
ポ
ツ
パ
ー
さ
ん
と
ペ
ン
ギ
ン
・フ
ァ
ミ
リ
ー

叩
戸
ト
ウ
ォ
ー
タ
ー
文
渓
堂
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⑪一

山
梨
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
も
昭

和
五
八
年
一

O
月
に
玉
穂
町
に
開
院
し
て

以
来
、

二
二
年
目
を
迎
え
、
特
定
機
能
病

院
と
し
て
高
度
な
医
療
の
提
供
と
と
も
に

地
域
医
療
を
も
担
っ
て
お
り
、
平
成
七
年

度
で
は
一
日
平
均
で
外
来
患
者
九

O
八
・

六
人
、
入
院
患
者
五

O
六
・
四
人
が
利
用

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
患

0
一
0

者
さ
ん
な
ど
が
利
肘
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
一
日

患
者
さ
ん
な
ど
利
用
者
の
モ
ラ
ル
を
信
頼
寸
一
ぺ

す
る
よ
り
方
法
が
な
い
と
い

っ
た
こ
と
が

ω
一∞

い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
で
も
日
一
日

利
用
者
の
方
々
に
是
非
お
願
い
し
た
い
こ
|
ベ
ー

と
が
三
つ
あ
り
ま
す
。

一

一
つ
は
、
患
者
さ
ん
へ
の
面
会
時
間
に
一

つ
い
て
で
す
が
原
則
と
し
て
午
後
三
時
か
一
休

ら
七
時
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
な

間

-
t
一
祝

か
な
か
守

っ
て
い
た
だ
け
な
い
た
め
、
そ
時
一
寸

一
日

会

一
【

の
都
度
看
護
婦
な
ど
が
子
を
止
め
て
お
答

5
一
月
一
土

『
ザ

E
r
a

-

-

え
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
看

護
業
務
に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
①
面
会
時
間
は
是
非
守
っ

て
く
だ
さ
い
。
②
大
勢
で
の
面
会
は
、
他

の
患
者
さ
ん
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
と
、
か

え
っ
て
患
者
さ
ん
を
疲
れ
さ
せ
る
こ
と
に

も
な
り
ま
す
。
③
感
染
予
防
の
た
め
、
お

子
様
の
入
室
は
お
断
り
し
て
い
ま
す
。
と

い
っ
た
こ
と
な
ど
を
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

と
く
に
山
梨
県
で
は
隣
近
所
の
お
付
合
い

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

毎
月
第
三
水
曜
日
、
午
後

2
時
か
ら

正
し
い
犬
の
飼
い
方
教
室
を
開
催
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
事
前
に
同
セ
ン
タ

ー
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
0

・
お
問
合
せ
先

山
梨
県
動
物
管
理
セ
ン
タ
ー

(
包
刀
ー

5
0
3
4
)

をな猫つ※. • し ( 境生場環衛 犬
し袋のし収集車 場 日 かつ 大「包75 ノすがと、 カぐ
てに β場にI、よ 所 時

~-T く入に
午前 12 

りを j ぃ

だれはいが総メl宮HZ口弘古h 三IJ 、

つ放 な 方
さて必てく 10月 なし i課く 有ミ
い ヒ麻ずくる 時 6 ぎ飼 へな

明fな島ーコ二コ

O モ fごま 50日
犬
まいよごつ

で袋な さで 分(金) しに 連た
しいは す苗 よし 絡く ら

つ ど 。飼主も
10 20 収 」つな

かのま H寺日
集 しヨ だま

り夫丈た 55 働
で いき役ず封、い ラナ 日 11 

平成8.12.1しょうわ広報⑨ 
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検
挙
総
践
も
ヘ
念

日
月
幻
日
、
町
体
育
協
会
主
催
に
よ

る
秋
季
球
技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、

一
般
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
の

4
種
目
に
総
勢
約

5
0
0
人
が

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

壮
年
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優
勝
:
:
:
築
地
新
居

準
優
勝
・
・
・
・
・
・
河
西

第

3
位
:
:
:
河
東
中
島
・
紙
漉
阿
原

一
般
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
:
:
:
上
河
東
二
区

準
優
勝
:
:
:
西
条
一
区

第

3
位
:
:
:
河
西
・
上
河
東

一
般
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

優
勝
:
:
:
西
条
二
区

準
優
勝
・
・
・
・
・
・
紙
漉
阿
原

第

3
位
:
:
:
押
越
・
築
地
新
居

ゲ
ー
ト
ボ

l
ル

優
勝
:
:
:
河
東
中
島

準
優
勝
:
:
:
西
条

一
区

第

3
位
:
:
:
西
条
新
田
・
上
河
東

老人介護について学ぶ

(財)婦人少年協会・昭和町働く婦人の家

では、老人介護に必要な基礎的な知識・技

能の習得のため、講習会をひらきました。

参加者は、真剣な表'情・で、老人介護につい

て学ぴました。

秋季町民ゴルフ大会
一10月17日一

グリーンノ〈レイカントリークラブ、

において第30回秋季町民ゴルフ大会

が行われました。

当日は、 103人が参加し自然の空

気を満喫しながら、ナイスショット

を連発していました。結果は次のと

おりです。 4
月
幻
日
に
閉
幕
し
た
、
平
成

8
年
度
町
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
リ
ー
グ

戦
は
、
半
年
間
の
熱
戦
の
幕
を
閉

ド
レ
宇
品

1
ν
h
~
。

昨
年
と
同
じ
く
、
雨
の
少
な
い

暑
い
夏
で
し
た
が
、
選
手
た
ち
は

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま

し
た
。

-団体の部

上河東

河東中島

西条二区

{憂勝

準優勝

第 3イ立

.個人の部(敬称略)

来
年
度
は
各
リ

l
グ
の

1
・
2

位
が
上
位
リ

l
グ
へ
、

7
・
8
位

が
下
位
リ

l
グ
へ
入
れ
替
わ
り
リ

ー
グ
戦
を
戦
い
ま
す
。
結
果
は
表

の
と
お
り
で
す
。

花形和紀(紙漉阿原)

平川千恵(清水新居)

有泉信(河東中島)

優勝

準優勝

第 3位

⑩ 平成8.12.1しょうわ広報

一
順
位
は
各
チ
!
ム
の
勝
ち
点
に
よ
り
一

一
決
定
し
ま
し
た
。
勝
ち
点
が
同
じ
場

一

一
合
は
得
失
点
差
で
決
定
し
ま
し
た
。



スポット昭和町サッカースポーツ少年団が

一第24回秋季少年サッカ一山梨県大会一

(敬称略)

メンノ《ー

望月一徳武

藤本征男

清水

督

チコ

監

問 20会サ
に日はッ第
わ・、カ 24
た 2710 1 回
り日月山秋
行の 13梨季
わ 三 日県少
れ日・大年

典孝(押)

武市正展(西)
向山剛(西)
伊藤洋平(西)

河野圭太(西)
竹中洋貴(西)

長笹川竜也(西)向山史洋(西)
杉原健太(押) 上田芳彰(西)
小野慎司(押) 長田知也(押)
古屋彰吾(押)古屋仁(押)

※(押)は押原小、(西)は西条小

植f手火山j告己(1!P)

伴野朔(押)
長田拓弥(西)

川崎雅大(西)

藤原新悟(西)
市川高史(押)

MF 

FW  

GK  

DF  
ま
し
た
。
県
内
の
∞
∞
チ

l
ム
が
参
加
し
、

各
地
で
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

選
手
の
み
ん
な
は
、
普
段
の
練
習
の

成
果
を
発
揮
し
、
決
勝
に
進
出
い
た
し

ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
八
回
チ
ー

ム
と
の
中
巨
摩
郡
チ

l
ム
同
士
の

対
決
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
は
ス

ト
ラ
イ
カ

i
向
山
(
史
)

君
の
先

取
点
に
よ
り
リ
ー
ド
し
ま
し
た
が
、

同
点
に
追
い
つ
か
れ
、
延
長
戦
で

も
決
着
が
つ
か
ず
、

P
K
戦

(1

1
4
)
の
す
え
惜
し
く
も
優
勝
を

の
が
し
ま
し
た
。

守
り
の
か
な
め
、
キ
ャ
プ
テ
ン

伴
野
君
の
足
の
故
障
、

D
F
伊
藤

君
の
骨
折
と
厳
し
い
条
件
の
な
か
、

選
手
の
み
ん
な
は
本
当
に
よ
く
頑

張
り
ま
し
た
。

手選

-
ほ

ち'

、-

フ

フ

わ
き
見
し
た
赤
信
号
の
停
車
音

続
く
子
へ
太
郎
が
ふ
っ
た
責
の
旗

嫁
姑
リ
ズ
ム
合
せ
て
い
い
音
色

七
色
の
虹
の
か
け
橋
雨
上
が
り

オ
レ
ン
ジ
の
母
の
好
み
の
古
箪
笥

色
気
と
食
気
長
寿
を
保
つ
秘
訣
と
か

豊
作
の
稲
穂
波
打
つ
黄
金
色

敬
老
の
深
き
感
謝
の
日
々
を
行
く

富
士
の
山
四
季
と
り
ど
り
の
色
が
映
ゆ

思
い
出
の
色
紙
の
詩
が
懐
か
し
い

白
無
垢
も
や
が
て
婚
家
の
色
に
染
む

定
年
の
余
白
を
埋
め
る
孫
の
笑
み

食
卓
に
色
も
爽
か
に
箸
迷
う

百
日
紅
色
鮮
か
に
咲
き
み
だ
れ

色
あ
せ
た
着
物
に
母
の
影
し
の
ぶ

大
空
に
色
鮮
か
な
虹
の
橋

色
彩
も
豊
か
に
自
由
な
マ
イ
ホ
ー
ム

ふ
れ
あ
い
の
祭
り

一
色
町
盛
ん

我
が
町
も
黄
金
一
色
祭
り
笛

産
の
娘
も
温
も
り
色
に
包
ま
れ
る

白
無
垢
で
嫁
い
で
家
風
に
染
ま
り
つ
つ

道
し
る
べ
色
濃
く
書
い
て
子
に
期
待 E

B
B
-
H
H
U
E
 

-
ノ
稲
川
V井

口
磯
部

高
野

国園田E
素
木

玉
枝

夏
子

堀
内
美
代
子

森
田

狂
花

山
本
み
よ
子

沢

花
枝

森
田
み
づ
ほ

j尺
中
沢

春
男

久
子

相
原
あ
き
子

…@@@@@一

日

(
叩
用

7
日
1
叩
用
計
巴
受
出
額
称
略
)

同

町

安

お

誕

生

健

や

か

な

ご

成

長

を

…

島

地

区

氏

名

(

保

護

者

)

恥

崎
西
条
二
区

宮
川

明

菜

(

司

)

明

吋
西
条
二
区

井

口

明

歩

(

直

仁

)

刊

川
西

条

新

田

渡

漣

佳

穂

(

耕

治

)

一

勧
西

条

新

田

中
山

果

南

(

良

一
)

島

崎
河
束
中
島

牛

田

健

太

(

一
夫
)

ゆ

吋
紙

漉

阿

原

窪

田

絢

弥

(

直

史

)

刊

山
紙
漉
阿
原
依
田

真
由

(

尚

己

)

日

伽
紙

漉

阿

原

増

坪

杏

佳

(

一
博
)

蜘

喝
紙

漉

阿

原

鮎

樺

峻

(

正

)

申

吋
河

西

小

林

煉

平

(

裕

二
)

刊

恥
河

西

古

屋

智

博

(
博
)

山

伽
上
河
東
二
区
佐
久
間
智
子

(紀
彦
)

軒

叩
・
ご
結
婚

-v末
永

く

あ

幸

せ

に

叩

同

地

区

氏

名

叫

恥
西
条

一
区

上

田

隆

@
深
沢
ゅ
う
子

山

町
清

水

新

居

長

田

隆

文

@
吉
田

亜

矢

恥

叫
押

越

内

藤

修

O
石
川
久
美
子

崎

一
河

東

中

島

有

泉

賢

一

@
林

久
美
子

明

恥
飯

喰

磯

部

孝

弘

@
織
田

真
弓

町

制
河

西

横

小

路

学

O
堀
井
美
也
子

島

叫
上

河

東

内

藤

秀

隆

O
山

田

好

美

崎

山
上

河

東

坂

入

勇

O
平

塚

幸

子

吋

…
お

一く

や

町一
み

一

喝
-
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

ゆ

白

地

区

氏

名

川

島
西

条

一

区

野

津

正

典

即

ゆ
西
条
一
区
望
月
多
計
男

併

刊
四
条
二
区

崎

町
清
水
新
居

同

蜘
河
東
中
島

伽

小
宮
山
ふ
み
子

萩
原

喜
一

秋

山

新

例

(
届
出
人
)

(
初
彦
)

(い
て
志
子
)

(
秀
俊
)

(
節
子
)

(喜
沫
)

平成8.12.1しょうわ⑪広報
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年
末

• 
年
始
の
役
場
窓
口

-
役
場
の
一
般
窓
口
業
務

ロ
月
お
日
出
j
1
月
5
日
同
ま

で
閉
庁
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

来
年
の
業
務
は
1
月
6
日
側
か
ら

開
始
い
た
し
ま
す
。

年
末
・
年
始
の
休
み
中
で
も
、

役
場
に
は
当
直
者
が
勤
務
し
て
い

ま
す
の
で
、
緊
急
の
場
合
は

T
E

L
万
|
2
1
1
1
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

-
総
合
会
館
・
温
泉

ロ
月
刊
ω
日
出
1
1
月
6
日
側
ま

で
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

温
泉
は
、
1
月

7
日

ωか
ら
ご
利

用
に
な
れ
ま
す
。

-
中
央
公
民
館

ロ
月
お
日
出
1
1
月
5
日
制
ま

で
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

冬
季
休
館
に
な
り
ま
す

「

E'er

、
ワ
ヨ

nH

.
1
J
J
i
i
問
手
」

今
月
か
ら
来
年
3
月
ま
で

清
里
高
原
に
あ
る
町
営
の
保
健
一
休
養

施
設
「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」
が
、
今
月
か

ら
来
年
の

3
月
ま
で
冬
季
休
館
に
な
り

ま
す
。
開
館
中
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
利
用
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

来
年
は
、

4
月
か
ら
の
ご
利
用
と
な

り
ま
す
の
で
、
高
原
の
リ
ゾ
ー
ト
ラ
イ

フ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

-
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

(
万
|
2
1
1
1
)
ま
で

-
ス
ポ
ー
ツ
施
設

ロ
月
お
目
的
1
1
月
5
日
間
ま

で
お
休
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
体
育
館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

学
校
開
放
施
設
も
同
様
で
す
。

-
町
民
温
水
プ

l
ル

ロ
月
幻
日
働
1
1
月
6
日
間
ま

で
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
0

.
町
立
図
書
館

ロ
月
幻
日
働
1
1
月

7
日

ωま

で
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
0

.
住
民
票
・
印
鑑
証
明
自
動
交
付
機

ロ
月
初
日
刊
ま
で
ご
利
用
に
な

れ
ま
す
。
来
年
は
、
1
月
4
日
出

か
ら
の
ご
利
用
と
な
り
ま
す
。

※
し
よ
う
わ
テ
レ
ホ
ン
ガ
イ
ド
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
は
年
末
・
年
始
も
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い

町
消
防
出
初
式

恒
例
の
町
消
防
出
初
式
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

「
出
初
式
」
と
は
、
消
防
団
員
が
1

年
の
消
防
活
動
の
は
じ
め
と
し
て
、
表

彰
、
ま
た
、
訓
練
礼
式
や
、
ポ
ン
プ
車

操
法
・
小
型
ポ
ン
プ
操
法
な
ど
を
披
露

す
る
式
の
こ
と
で
す
。

日
ご
ろ
町
の
消
防
・
防
災
・
防
犯
活

動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
消
防
団

員
の
雄
姿
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

-

と

き

平

成

9
年
1
月
5
日
制

午
前

9
時
か
ら

押
原
中
学
校
々
庭

-
と
こ
ろ

参
加
者
募
集

高
校
生
ス
キ
l
教
室

昭
和
町
高
等
学
校
生
活
指
導
員
連
絡

協
議
会
(
高
生
連
)
で
は
、
地
域
の
高

校
生
を
対
象
と
し
た
ス
キ
l
教
室
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

-

日

時

平

成

9
年
2
月
日
日
(
火
)

午

前

7
時
集
合
・
出
発

(
総
合
会
館
前
駐
車
場
)

午
前
|
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
練
習

午

後

l
自
由
滑
走

-

場

所

富

士

見

高

原

ス

キ

l
場

.
対
象
者
町
内
在
住
の
高
校
生

-
負
担
金
リ
フ
ト
代
(
回
数
券
3
0

0
0
円
)
が
負
担
と
な
り

ま
す
。
ス
キ
!
セ
ッ
ト
を

婦人団体連絡協議会から
10月27日(日)に開催いたし ました、映画「月光の

夏」の上映会には、多数の方々の温かいご理解と

ご協力をいただきまして、盛会のうちに終了でき

ました。誠にありがたく厚くお礼申し上げます。

婦人5団体がひとつの目的に向かつて力を合わせ

て達成できましたことも意義深いことと喜んで、お

ります。今後ともご指導ご協力のほどよろしくお

願い申しあげます。

借
り
る
人
は
リ
フ
ト
代
の

他
に
レ

ン
タ
ル
料
(
2
5

0
0
円
)
が
か
か
り
ま
す

ω人
(
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
)

-
募
集
期
間

ロ
月
3
日
例
1
平
成

9
年
1
月

U
日

ω。
午
前
日
時
l
午
後
5
時
。

-
ぉ
申
込
み

昭
和
町
立
図
書
館
内
渡
辺
(
万
1

7
8
6
0
)
ま
で
。
な
お
、
年
末
年
始

の
休
日
・
日
・
月
曜
日
は
受
付
い
た
し

ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
電
話

で
の
受
付
も
行

っ
て
い
ま
す
。

-......... A 
員

大盛況
11月3日(日)の 「文化祭」会場にて行われた、

恒例の「婦人会ノ〈ザー」。午前・午後の 2回開庖し

ました。時間前から並ぶ人もあり、 予定時間内に

はすべて完売という盛況ぶりでした。

「来年も今日で、すか」と早くも来年のバザーに期

待する声も聞かれました。バザー開催にご協力い

ただきましてありカすとうございました。

「婦人会ノくザ一」

国保ミこだより
町が医療機関などに支払った 9

月分の医療費は、約3，661万 3千円

です。(前年同月比0.3%の減)病

気の予防は、早期

発見、早期治療が

大切です。むやみ

な転医はつつし

み、医療費を大切

に使いましょう O
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水
道
局
か
ら

「
す
ご
く
寒
が
り
な
水

道
管
、
防
寒
は
大
丈
夫

で
し
ょ
う
か
」

気
温
が
氷
点
下

4
度
以
下
に
な
る
と

水
道
管
は
凍
結
や
破
裂
の
恐
れ
が
あ
り
、

破
裂
す
る
と
修
理
な
ど
の
費
用
も
か
か

り
大
変
で
す
。

露
出
し
て
い
た
り
、
防
寒
の
不
十
分

な
部
分
(
水
洗
ト
イ
レ
の
ロ

l
タ
ン
ク

の
給
水
管
や
メ
ー
タ
ー
ボ

ッ
ク
ス
の
中

な
ど
)
を
し

っ
か
り
防
寒
し
て
寒
さ
か

ら
水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

-R防寒
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ロ
月
の

「
水
道
だ
よ
り
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

1TTF 
「気をつけて」

朝の一言 忘れずに

===10月号
i負傷!死者

⑫ 平成8.12.1しょうわ広報



弱視教育相談室開催のお知らせ

お子さんやご本人の自の問題について、いろいろと悩んでいる人、専

門の先生方に相談してみてはし、かがでし ょう か。

弱視(矯正しでも視力が0.3未満)という障害は、 なかなか自覚でき
ず、周聞の人も気づかない場合が多いのですが、文字の学習が始まる幼

稚園後期や小学校入学時から学習につまづきはじめることが多くみられ

ます。そして、適切な処需を受けないまま放置しておくと、やがて学力

に遅れをきたしかねません。ひらがな、カタカナが覚えられない、黒板

の文字が見にくい、辞書の細かい文字が読みにくいなどで困っているお

子さんがいましたら、積極的にこの相談室をご利用ください。

相談室は、カウンセリング、視覚 ・知党訓練、文字指導、弱視レンズ

等の補助具の装用・調整等の援助をそれぞれの専門家が行います。また、

山梨県立盲学校の校医(医学博士)も顧問相談員としてご協力いたしま

す。なお、この相談室は盲学校入学とは関係ありません。

パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
講
習

ー
、
社
会
保
険
労
務
実
務
&
パ
ソ
コ
ン

期
間

平
成
9
年
1
月
日
比
円

1
2
月
日
日

会
場
婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ
ー

2
、
パ
ソ
コ
ン

4

期
間

平
成
9
年
1
月

m日
1
2
月
初
日

会

場

婦

人

労
働
開
発
セ
ン
タ
ー

3
、
ワ
ー
プ
ロ
7

期
間

平
成
9
年
1
月
8
日
1
2
月
H
日

会
場
八
代
町
働
く
婦
人
の
家

-
講
習
時
間

い
ず
れ
も
午
前
9
時
初
分
l
午
後

3
時
初
分

甲府市飯田 2-10-2 

@日時

@対象

@場所

-
対
象
者
就
業
希
望
の
女
性

φ
定

員

い

ず

れ

も

別

人

-
お
申
込
み
・
受
付

「
1
」
は
ロ
月
日
日
か

ら、

「
2
」は

ロ
月

μ
日
か
ら
、
「
3
L
は
ロ
月
9

日
か
ら
、
い
ず
れ
も
午
前
9
時
か

ら
電
話
で
の
み
お
申
込
み
を
受
け

付
け
ま
す
。
(定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
)
電
話
で
の
受
付
後
、
就

業
等
の
面
接
が
あ
り
ま
す
。
お
申

込
み
は
、
婦
人
労
働
開
発
セ
ン
タ

ー

日

1
3
2
1
0
)
ま
で
。

-
受
講
料
無
料
(
テ
キ
ス
ト
代
等

自
己
負
担
)

※
甲
府
会
場
の
み

1
1
6
歳
の
お
子
さ
ん
の
託
児
あ
り
。

TEL 26-3361 

建設業で働くみなさん

く建設業退職金共済制度〉

郵
便
局
か
ら

をご存じですか

この制度は、全国どこの建設現場で働し、ても事業所に雇用された期間を

通算して退職金を支払うという、建設労働者のための退職金制度です。

1日260円の掛け金で退職金は次のとおりとなります。

年数 退職金額 年数 退職金額

2年 131，040円 25年 4，413，140円

5年 382，758円 30年 6，359，620円

10年 1， 006，244円 35年 8，963，876円

15年 1，872，092円 37年 10，237，478円

20年 2，958，870円

※この早見表は、掛金納付-252日分を 1年として計算したものです。
この制度に加入している事業所に対して、労働者住宅等の福祉施

設を設置するための融資制度もあります。

お問い合わせは、山梨県建設会館内建設業退職金共済制度事務局(35
-4462) まで。

お
正
月
用

ミ
ニ
盆
栽
の
作
り
方
教
室
開
催

ロ
月
間
日
制
午
前
9
時
ー

午
後
4
時

雲
松
圏
全
長
小
林
豊
蔵
さ
ん

4
、
5
0
0
円
(
で
き
あ
が
っ

た
盆
栽
は
、
お
持
ち
帰
り
で

き
ま
す
。
受
講
料
は
、
当
日

ご
持
参
い
た
だ
く
か
現
金
書

留
に
て
お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
)

加
入
(
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
)

-V議綿
密
回
・
4
京
四
楊

山
梨
県
中
小
企
業
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
(
甲
府
市
大
津
町

2
1
3
0
1
2
E
U
1
4
9
 

1
6
)
 

※
お
申
し
込
み
方
法
等
、
お
問
い
合
わ
せ

は
ロ
月
日
日
附
ま
で
に
企
画
行
政
課
広
報

担
当
(
九
1
1
2
1
1
1
)
ま
で
。

• 日
日寺

12月14日(士)・15日(日)
午前日時~午後311寺
山梨県立盲学校文化交流館

TEL 26-3361 
乳幼児・児童・生徒・成人

(本人または保護者)

@相談内容
・教科書や黒板の字が読みにくい

.つまづいてよくころぷ

・左右にある物によくぶつかる

・動いているボールがとれない

.その他、目のことで悩んで、いる人

@お申込み、連絡先

山梨県立官学校 弱視教育相談室
酒井弘充・中村儀子まで

年
賀
状
の
差
し
出
し
は

ロ
月
M
日

ωま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま

す。
年
賀
状
の
受
付
は
ロ
月
日
日
制
か
ら

開
始
い
た
し
ま
す
。
元
旦
に
お
届
け
す

る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
ロ
月
お
日

開
ま
で
に
年
賀
状
を
お
書
き
い
た
だ
き
、

ロ
月

M
日

ωま
で
に
方
面
ご
と
に
束
ね

て
お
出
し
く
だ
さ
い
。

ロ
月
7
日
出
・

8
日
制

-
U
日
(
土
)

.
日
日
制
は
年
賀
状
デ
ー
と
し
て
ご
家

族
そ
ろ
っ
て
年
賀
状
作
成
を
。

-v講
師・
v市
〔
又
強
目
的
料
日

• 定
貝

乗「
め白

Z塁
い貝

な
け
れ
ば

走
れ
な
い
」

自
動
車
及
ぴ
バ
イ
ク
の
強
制
保
険
へ

の
未
加
入
者
が
増
加
し
、
交
通
事
故
の

被
害
者
が
十
分
な
補
償
を
受
け
ら
れ
な

い
事
態
が
多
々
生
じ
て
い
ま
す
。

無
保
険
車
の
中
に
は
車
検
切
れ
と
と

も
に
保
険
(
共
済
)
の
期
間
切
れ
に
気

づ
か
な
い
ケ

l
ス
、
ま
た
、
車
検
の
な

い
ミ

ニ
バ
イ
ク
等
の
場
合
に
も
、
保
険

(
共
済
)
の
期
間
切
れ
に
気
づ
か
な
い

場
合
が
多
い
の
で
す
。
自
動
車
及
び
バ

イ
ク
に
乗
る
場
合
に
は
、
自
賠
責
保
険

(
共
済
)
へ
の
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
て
、
無
保
険
(
無
共
済
)
で
走
る

と、

6
ヶ
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

5
万

円
以
下
の
罰
金
、
さ
ら
に
違
反
点
数
6

点
と
な
り
、
免
許
停
止
処
分
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
も
し
、
未
加
入
の
場
合
は

早
め
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

お
忘
れ
物
の
お
知
ら
せ

ウ
サ
ギ
の
ぬ
い
ぐ
る
み

カ
ー
デ
ィ
ガ
ン
(
火
性
用
花
柄
)

帽
子
(
お
子
さ
ん
用
)

め
が
ね

自
動
車
の
鍵

お
心
当
た
り
の
方
は
、
企
画
行
政
課

企
画
係
(
万
1
2
1
1
1
)
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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dク， 
A-l.hノダのぶ夢
ふ吋剛山ぷ，乙j

まゆ

真優さん・H7.9.13生 (上河東二区〉
・(父〉篤さん (白〉恵美さん

3人家族になってはや一年。毎日が忙しくて大

変だけど真優の寝顔を見ると明日もがんばれる

気がします。健康で優しい女の子になってね。 )~\
)-~~)-) 

)まで f三一二とよl?t令で会j212): 

植松ん

7
i

さや也
引
卓北爪

Fぷぎクロノ手Yクr
ま
あ
、
お
い
し
そ
う

ちょっと一言

小松菜と凍り豆腐にはカルシウ

ムが多く合まれています。簡単に

手早くできてたくさん摂ることが

できますので食卓の一 品にいかが

でしょうか。

食生活改善推進員

志村 博子さん (河東中島)

だ、し?十・………・・…...1カップ

さとう………大さじ1.1/2

-材料(4人分)

g
枚
∞
4
 

n
/
」

腐一旦mJ 
凍

i 
o 
e 
e 
o 
e 
e e ・H7.9.24生(西条新田〉

・(父〉哲也さん(巴〉明美さん

i やつとゆ歩歩;き始めた悶足で毎日お姉ちやW納片h此1
'小寸が屯引1イタスズ、ラをしています。元気にたくましく仙の

( ~ .)1，憂しい子に育ってネ!!

級〉叫 お申込みM 場広報担当(ft75-2111内11

小松菜・・

と
凍
り
豆
腐
の
卵
と
じ

じさ大而国

塩………………小さじ1/3

しようゆ・・・・・・大さじ1.1/2

あさりのむき身一・…一.200g 

長ねぎ………ー・……・….1本

同国，
，
aqt' 

内
べ
)

岡
山
町
ヲ

-作り方

1.小松菜は3cm位に切り、凍り豆腐はもどして短冊に切る。

2.あさりのむき身はふり洗いし水気をきり、長ねぎは斜めうす

切りにする。

3.だ、し汁に調昧料を加えて煮立て、凍り豆腐を加えひと煮する。

4.小松菜を入れてしんなりし芝ら、あさりと長ねぎを加える。

5.あさりがふっくらしだら割りほぐしだ卵を流し入れ、13¥疋を

して火を弱める。

@
と
ひ
と
さ

V
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
¥
あ
と

ひ
と
月
。
伺
か
と
気
ぜ
わ
し
い

巴
、ガ
続
き
ま
す
。
忙
し
い
毎
日

を
お
く
っ
て
い
る
と
、
な
か
な

か
の
ん
び
り
で
き
な
い
も
の
で

す。V

一
年
を
振
り
返
っ
て
¥
「
ま
だ

ま
だ
未
熟
だ
な
」
と
思
う
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
「
来
年
こ
そ

は
し
と
向
上
山
を
持
つ
こ
と
、が

で
き
ま
す
。
こ
ん
な
こ
と
を
考

え
て
い
る
う
ち
に
、
戸
ツ
と
い

う
ま
巳
大
晦
日
を
迎
え
て
し
ま

い
ま
す
。

V
体
を
休
め
る
と
き
が
あ
ま
り

な
い
か
と
は
思
い
ま
す
、ガ
¥
健

康
に
は
気
を
つ
け
て
、
の
ん
び

り
と
よ
い
お
正
月
を
。

〔町の人口〕

男 7，327人(+28) 

女 6，870人(+35) 

計 14，197人(+63) 

世帯数 5，154戸 (+29) 

11月1日現在。( )内は前月比

町の鳥=ひばり

町の花=れんげ

町の木=乙女椿

⑪ 平成8.12.1しょうわ広報ご意見・ご希望をお寄せください。広報担当


